
人工オパールによる

国宝「曜変天目」の色彩の表現
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－ 宝石の構造色を纏った茶碗の制作 －

背景と目的
無色の石鹸水からカラフルなシャボン玉が作られるように、無色の物質も “構造”で色を発現する。宝石のオパールの神秘的な色も構造色である。オパールの構造色を模倣
した人工オパールは、既存の顔料にはないユニークな色を放つ。また、窓ガラスの主成分としても知られる資源豊富な酸化ケイ素（シリカ）で作られるため、SDGs時代の
潮流に乗り、次世代顔料として普及する可能性を秘めている。
本研究では、人工オパールの特徴をアピールしやすい題材として、国宝「曜変天目」をモデルとした茶碗を制作した。
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結果と考察

焼成前：1種類の人工オパール分散液を市販の茶碗に塗布 焼成後：大気中 850℃で1時間焼成
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焼成前後の色の変化は、粒子収縮に伴う周期間距離の狭小化によると考えられる。
→ 焼成後は、 紫外線でも経年でも褪せることのない、“不変の色”になる。

角度による色の変化は、三次元的な周期間距離の違いによると考えられる。
→ 薄膜の干渉色とは異なり、“意図せず虹色”になることなく、狙った色を出せる。
→ 国宝「曜変天目」に特徴的な角度依存性のある青系グラデーションを表現できる。

クジャクの羽根の構造色人工オパール分散液 塗布表面の拡大観察像 発色原理の比較
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